
令和 5 年年度 第 1 回 山口県歯科衛生士会研修会 

9/23（土・祝）カリエンテ山口第４研修室にて 
～災害支援活動研修会～が開催されました～ 

 講師：山口大学付属病院口腔外科 清水 香織 先生ࠢࠤࠣ

「災害支援活動の経験について」 

 講師：山口県歯科衛生士会会⾧ 今田 千恵美 先生「被災経験から」ࠢࠤࠣ

 災害支援活動研修「ＤＨＵＧⅢ」ࠢࠤࠣ
 
今日は、お二人の講師の先生から 
災害支援活動の経験についてと 
被災経験の講話を聞かせて頂きました。 
災害に遭う事、被災地への支援活動の 
大変さが、とてもよく分かりました。 
生活面や食事面の不便さもありますが、心理状態を考慮するという事が、一番大変な
のではないかなと感じました。その経験のお話の後「DHUGⅢ」研修会をしました。
DHUG とは「Disaster Dental Hygiene Unei Game」の略でグループワークを通じて
災害支援の現場を擬似体験する事を目的としています。 
今回は DHUGⅠ ⅠDHUG Ⅱ 、DHUGⅢの中のⅢを 
実施しました。Ⅲの時期とは、緊急支援が落ち着き 
歯科保健支援活動の開始された時期において避難所における 
個別アセンメントを組織的に行い、その集計から支援活動の 
計画立案を行うという事を目的としています。色々な資料を元に司会進行の方によっ

て研修が進められていきました。避難所における個別
アセスメント実施初日の１日の流れを体験して行きま
したが、限られた時間内で情報収集をして、グループ
の人 と話してまとめて、次の日の人への伝達が上手
に行くように考えるのは、とても大変でした。沢山の
情報が必要か不必要かをいかに早く判断しなくてはな
らないのかよく分かりました。時間を測ってシミュレ
ーションしていきましたが、本当の現場だともっと切
迫詰まって緊張もしているだろうしなかなか上手くま
とめられないのでは無いかと感じました。ですので 
今日のこの DHUGⅢの研修を繰り返していく事によ
り実際に災害が起きた時は、役に立つと感じました。
シミュレーションを通して訓練しておく事により、本
当の災害の時には迅速な対応が出来ると思います。そ
のためにも年に何度か実施出来るといいと思います。
そして、今後に活かして行けるように、みんなで頑張
っていけたらと思っています。 

    ⾧門支部  藤田 圭子 


